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高感度人間の上衣に対する色彩感情
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　　 The　experiment 　by　Paired　Comparison　Method 　and 　Factor　analysis 　with 　color −papers　was 　carried

Qut　to　catch 　the　characteri ＄tics　of　which 　color −affection 　was 　inspired　by　hypersen−sitive，　the　higher

respondents 　with　confidence 　in　their　sensitivity．

　 The 　resul †s　are 　as　foilows；

1）　 They　have　remarkably 　a　different　factor　construction 　with 　the　others ，

2）　They　respond 　more 　intensely　to　color 　tQne　than　to　hue．

3）　They　have　a　Gommon 　estimation 　Gf　eaGh 　co ［Qrtone ，　 And 　it　is　quiet　different　fromthe　othe ピs　one ．

4）　They　vary 　in　an 　 estimation 　Qf 　hue，　 But　 red 　 remarkably 　appeals 　to　a ［l　 of 　them ，

要　旨

「高感度人問」がもっ て い る色彩感 胃の特徴を把握 するため ， 色紙を用 い て
一

対比較法 による実験を行い，さ らに

因子分析を行 っ た
。

「高感度人間」がも っ ている特徴 は次のとお りで ある 。

1） 明らかに因子構造 に違いが見られた 。

E）　色相よ り色調に示す反応が強か っ た。

3） 色調 に対する評価に共通性がみ られ ， しかも ， その評価は各色調によ っ て 特異的で あ っ た 。

4） 色相に 対す る 評価 に は 個人差 が み ら れ た が ， 赤 へ の 反応は著 しく強 い もの があっ た 。
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　 i。緒言

　着装イメージと色彩とのかかわりの深ざにつ い ては

よく論じられ て い るが，筆者らが過去 4回
1’4）

に わた

っ て行 っ た実験の結果においても同様であっ た 。 その

なか で ， 情緒的感情項目には評価に個人差が多く ， そ

の個入差は，とくに最近 で は 「感性」によるところが

多い と考え られ，反対の 理性や知
ll

生で は ， はかりしれ

な い 不明確な部分と い える 。

　また ， 被服は当然， 直感や感1青に訴えて美的感情を

刺激するもの である 。 そ して ， そ の 要因の 大部分は色

彩であり，さまざまな感1青をお こ させ る 。 この 感性の

高い 人は 「高感度人間」
5＞
とよばれ ， 新 しい ものや流

行へ の興眛 ， 関心が強 く ， また そ れをとりい れ る こ と

にも積極的 で あるといわれ る 。

　被服購入に際して ， 機能性，価格性よ り色 ， デザイ

ン，オリジナリテ ィ に高い ウェ イトをおくこ とが証明

されて い る 。 感度の高い人は低い人に比して ， 色彩感

情 にも特徴 的パターンを示すの で はないか と考えられ，

また，それらにかかわる報告もな い と こ ろか ら，今回，

実験を試み た結果，若干の知見を得た の で報告する 。

　 2。方法

　2．1 試料 （形，色）

　 T シ ャ ツ の 着装状態を想定して色紙に よるパターン

〈図 D を作成 した 。 T シ ャ ツを選んだ理由 は ， 他 に

比 して 各人の抽象的な好み が反 映しや すい服種 で あ

る
E｝
と考 えられたか らで ある 。 文化 式原型を基本にし ，

衿ぐり，肩線は原 型 どお り，丈はウエ ス トライ ン ま で

とした 。 袖は静立着装状態を想定して作成した。袖の

傾斜は脇線 に対 して 肩先点 （E｝，P ）か ら図 iの よう

に 34
“
， 袖丈を 1Bcmと した 。 な お，こ の 34

°
の 傾斜角 に

つ い て は，現在市販ざれて い る雑誌の T シ ャ ツを着装

した写真の申か ら ， 正面向きで自然 に 腕 を 下 げた モ デ

ルを対象と し，20例測定した。 さ らに ， T シ ャ ツ を着

装 した標準体型の被験者 5例の前面視シル エ ッ トから

同様に袖の傾斜角を求め，それ ら計？5例の平均値を使

用 した 。 頸部 までと したの は顔面の影響
7）
を避 けるた

め で ある 。

　色試料に つ い て は，T シ ャ ツ の 色 と して，便宜 上

“

無地物
”

に設定した 。 色相は日本色研配色体系 （P．

0 ．O ．　S ）に基づき，色料の 三 原色 で ある赤 （24R），

黄 （8Y ），青 G6B ）の三 色相とし，それらの色相

を次に示す三種の異な っ た色調の 中から選ぶ こ とに し

た 。 すな わち，肌色 よ り高明度の色 調 と して pale

tone （p）を，低明 度 の 色調 と し て dark　tone

（dk），高彩度の色調 と して v 「vid　tone （v）を選

んだ 。 こ の際，肌色より低彩度の色調は色味の割合が

非常に少な くな り．被験者が明確な判定を下す ことが

困難になると予想された
8）
の で省い た。

　肌 色試料 は日本人 青年女子の皮膚の色 （胸部＞
9）
に

基づ い た 。

　なお，上記 9色 の 試料および肌色試料は日本色彩研

究所 に作成を依頼したものである （表 1）。

　 9色間の 組み合わせ 計36組を それぞれBO× ISscmの
グレイ （N7 ）の台紙に 1パターン分間隔をおい て図
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図 1 パターン （縮尺 1／ 9）
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図 3　質問紙
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表 1　 色試料
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のように貼布した 。

　 2．2 実験方法

　試料を観測する際，その視野に他の色彩が入らな い

ようにバ ッ クに 109× 1BOcm，机上 に150× 180cmの グ レ

イの 台紙をお い た 。 L 」18Z8723 に 基 づき
， 午前 11：

00〜14：00に直射 日光の 当た らな い北 窓側 で ， 照 度

700〜150DLX，色温度臼ODO±500Kの 自然光の もと で

行 っ た 。 45
°
方向よ り照射光を受けた対象の 中央部に

対して ， 罌の高ざが同 じになるように椅座位 で 観測さ

せ る こ とにし ， その 距離は細 50跚 10）
を保つ ように し

た 。 常にラ ン ダムな順序になるように配慮された B6枚

の試料を順次提示 し ， あらかじめ配布しておいた 36枚

の質問紙 （図 3）に ， 試料こ とに
一

対比較法 によ り記

入させた 。 前 回
］）
の形容詞対 の 中か ら個人差が多い と

思われる惰緒的な形容詞を 6項目 （魅力的 ， 快適．近

代的， 上品，洗練された，好き）選び ， ざらに同様の

感情をも ち ， 服装 によ く用 い られる形容 詞を 4項 目

（きれ い ，個性的，親 しみ やすい，優雅）加え，今回

は：tlD項目とした 。

　なお ， 予備実験により ， 36枚の各試料のパタ
ー

ンを

左右入れ替え て 観測させた結 果，被験者の評定に相違

はみ られなか っ た 。

　被験者は色覚 正 常な IB〜RO才 の 女 子 学生 163名で あ

る 。

　また ， 観測所要時間は 36試料で約2D分 である 。

　2．3　高感度尺度調査
5）

　被験者を感性の高 い グル ープ， 低 い グル
ープに分け

る際，日経新聞社 ， 堀氏の説を採用する ことにし，女

子学生旧3名を対象に高感度尺度調査を行 っ た 。 高感

度尺度調査は音，ソズム 感など 12項 目でチ ェ ッ ク し，

人間は感度にのみ注目 してと らえる方法である 。 質問

事項 は表 2の と お りで ある 。

　 3．実験結果および考察

　3．1 被験者の抽出

　女子 学生 ］63名を対象に高感度尺度調査
5）
を行っ た 。

“

は い
U “

い い え
”

の 二 ｛牛法に よっ て得た
“

はい
「t

の

回答値を感度値と して 3分類した 。 日経　堀氏のグル

ープ分割 で は
“

は い
U

回答数 9個 以上を高感度人間と

して いるが，本研究 で は相対的比較を行うため 7個以

上を高， 5〜 6個を中， 4個以下を低感度群とした。

高，中，低感度群そ れぞれ36．4％， 33．5％．30．1％で

ある 。

　同時に，163名に よる
一対比較法の判 定 の

一
貫性を

検討するため
一慧性の検定

m
を行 っ た。被験者一

人ず

つ の識別 能力をみて ， 判定が完全 に首尾
一

貫して い る

71名 （D ＜ d ＜ 14）を抽出 した 。 （危険率 5％ で有慧）

　71名の感度値による分類で は，高，中t 低感度群が

それぞれ 36．6％ ， 29．6％ ， 33．8％ とな り， 先 に行っ た

163名 による高 低感度 の 分 類 の 分 布 と同調 し て い る

（危険率 5％で 有意差なし）こ とから，以後こ れ ら71

名の被験者に よ る 分析を 行 っ た 。

表 2　 高感度尺度調査質問表
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者

の 各評定
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を数量化し， サース
ト

の一 対

比較法1D による尺度値を求め た。さ らに

一 対 比 較

の得点 G 計を素点として因 子 分析を 行
っ

。 　同時に，高

度尺調査の集計 を 行 った。 表3 　順位 相 関係 数
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し，低感度群 はp トーン の 青，V 卜・一ン の 青と い う順

であ っ た 。 逆 に，下位 3位までを比較すると，高感度

群は dk トーン の 黄，　 dk トーン の青の 占める割含が多

く， 低感度群はdk トーン の 黄が最も多 く，次い で 〉

トーン の 黄，dk トーン の 赤の順であっ た 。

　次 に項 目別 にみ る と ， 〈き れ い〉〈個 性的〉〈快適〉
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〈親しい やすい〉に対 しては高 ， 低感度群とも被験者

の評価に共通性があるのに対 し ， 〈近代的〉〈洗練され

た〉〈優雅〉に対 して はバ ラ ツキが 多く， 評価に共 通

性の な い こ とが伺 え る 。 これ は，前者の 項 目 よ D 後者

の項目の方が，色彩で と らえる着装イメ
ー

ジに差異が

生 じやす い ものと推定 で きる 。 〈ぎれ い〉につ い て は ，

dk ト
ー

ン が高，低感度 群とも下位 3位を占め て い た

が ， 衣服 にお けるdullカ う 一はきれい な感じを受け

に くい と い う報告
1？）と 同様の結果 であっ た 。 〈快適〉

に つ い ては ， 高感度群のみ dk トー
ンが下位 3位を占

めて い た。 〈個性的〉に つ い て は ， 低感度群は上位か

らdk トーン ，
　 v ト

ーン
，
　 p ト

ーン の順に並んで い るが，

下位 3位まで p ト
ー

ンである こ とは高感度群も同 じ結

果で あ っ た 。 最も弱いイメ
ー

ジの p ト
ー

ンが下位 で あ

る こ とは
一般論と して 当然の結果 で あろう 。

〈快適〉〈親 しみやすい〉に つ い ては ， 高， 低感度群

とも ， 〈上 品〉につ い て は ， 低感度群 のみ上位 3位ま

で p ト
ー

ン で 占め られ て い た 。 高 感度群 は く魅力的〉

〈優雅〉につ い ては，上位 3位が赤で あっ た 。 低感度

群は （優雅〉につ い て は下位 3位が黄で あ っ た 。 〈近

代的〉につ い て は，高，低感度群とも V ト
ー

ン が上位

3位を占め，低感度群では続い て dk トーン，　 p トー

ン の順にな っ て い た。 〈洗練された〉に つ い て は，高

感度群 は赤が上位 ， 低感度群は青が上位を占めていた 。

洗練感は青系の色とのかかわ りが深 い
13｝

こ とか ら考え

れば，高感度群は特異な評価を して い る こ とが伺える 。

　次に，高， 低感度群間で つ けられた項目的各色の尺

度値の川頁位が同 じで あるかどうかを調 べ るため ス ピア

マ ンの順位相関係数 4）
を求めおよびその検定

15）
を行 っ

たもの が表 3で あ る 。 こ れ に よれ ば，〈親 しみ やす い〉

〈快適〉〈好き〉〈個性的〉〈優雅〉は順位相関係数が高

くな っ て い たが ， 〈洗練された〉〈近代的〉〈上品〉〈魅

力的〉は低か っ た 。

　さ らに ，各色の尺度値を色相毎に分類し，項目別に

示 したも の が図 5で ある 。 高感度群は評価の し方 に個

人差が多いのに対 し ， 低感度群は く近代的〉以外 は評

価の し方に共通性 があると い える 。 全体的 にみ て 高感

度群 は赤 の 尺度値が高く， 低感度群 は青 の 尺度値が高

くな っ て お り ， 黄の 尺度値は両者に共通 して低か っ た 。

項目別に み る と，高，低感度群 とも 〈きれ い 〉〈魅力

的〉〈優雅〉に つ い て は赤が最も高く，〈快適〉〈親 し

みやすい 〉につ いて は青が最 も高か っ た 。 〈近代的〉

に つ い て は赤の 尺度値が高感度群で は最も高く，低感

度群 では最も低か っ た こ とは特異な結果である 。

　また，同様に して ， 各色の尺度値を色調毎 に分類し ，

項目別 に示 したものが図 6で ある。こ れによれば．全

体的に高感度群は低感度群に比 して評価の し方に共通

性があ る と考 え られ る が ， これ は色相別 の 尺度値の 場

合と逆の現象であ っ た 。 高感度群は圧倒的に p トーン

の 尺度値が高くな っ て お り， dkトーン を低く評価し

て い た の に対 し，低感度群は p トーン，dk トーン を

同程度高く評価し，V トーン を低く評価 して いた 。 項

目別 に み ると高 ， 低感度群とも 〈きれ い 〉 〈快適〉〈親

しみや すい〉〈優雅〉につ い て は p ト
ー

ンの 尺度値が

高く，〈近代的〉に つ い て はV トーン の尺度値が高か

っ た 。 なかでも 〈きれ い〉のみ高 ， 低感度群 で 順位が

一
致 していた 。 〈魅力的〉に対す る p ト

ー
ンの尺度値

が高感度群で は最も高 く ， 低感度群で は最も低か っ た 。

〈好き〉に対するdk ト
ー

ンの尺度値も高感度群で は最

も低く，低感度群では最も高かっ た 。

　dk ト
ーン は嫌われ る色

16）
と されて い る こ とから推

察すれば ， 低感度群の方が特異な評価を して いること

が伺える 。

　以上の結果か ら，全体的に み て ，高感度群は赤 の尺

度値が高く，低感度群は青に対する尺度値が高か っ た 。

こ と に，〈近代的〉に つ い て は赤と青に対する尺度値

が高感度群と低感度群で全く逆の結果を示 して い た。

　
一

方 ， 高感度群 は p ト
ー

ンの尺度値が高 く， dk 卜

一ン の 尺度 値が低か っ たが ， 低感度 群 は p トーン と

dk トーン の 尺度値が同程度で あっ た
。 な か で も，〈魅

力的〉に つ い てはp トーン に対する尺度垣が ， 〈好 き〉

につ い て はdk トー
ン に対する尺度値が逆の 結果 を示

して いた 。

　なお ， 色相に対す る 評価の し方 に は，高感度群で は

個人差が多く，低感度群では共通性がみ られたが，色

調に対する評価の し方につ いては ， 全 く逆の現象を示

して い た。

　すなわち ， 高感度群は色調に示す反応 が強く， 低感

度群は 色相 に 示す反 応が強い こ とが推察 され た 。

　3．3 因子分析

　
一

対比較法 によ り求めた得点を素点として
， 項 目別

各色 の 相関係数を求め ， 着装イメージ に関する 主因子

分析を晃出すため因子分析 を行 っ た 。 全 デ ータで の 因

子分析の結果，表 4の ような 3因子が抽出された 。 第

1因子 は 〈快適〉〈親 しみやすい〉〈個性的〉〈好き〉

〈ぎれい 〉で 表され，こ れ を
“

快さ の 因 子
”

と命名す

る 。 第 II因子 は く洗練さ れ た〉〈上吊〉で，第 lll因子
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は 〈魅 力的〉〈近 代的〉〈優雅〉で表 さ れ ， そ れ ぞ れ

“

セ ン ス の因子
”“

魅力の因子
”

と命名する 。 こ れら因

子の寄与率，累積寄与率は表の とお りで，T シ ャ ツ の

着装イメ ージをほ ぼ これら で説明し得る と考え られる 。

　次 に ， 高，低感度群別に因子分析した結果 は表 5の

とお りで ある 。 全体の場合 と同様 3因子が抽出 さ れた

が，その構造に違 いがみられ た 。 低感度群 は，全体の

場合とほぼ同様の因子構造であ っ た 。 それに対し，高

感度群はag　11，第川因子間で ，低感度群と反対の構造

・r
−

◎ 飛欝

鶻 1ない

　 古乳的

　 魅 力隰 ，

好き

一集的

図 B　 各尺度の布置一 2 （第 1因子軸 × 第正II因子軸）

をな して い た 。 そ れ ら に 属する 項 目 〈魅 力的〉〈近 代

的〉〈上 品〉〈洗練された〉は ， 項 目別尺度値の高，低

感度別順位相関係数の 低い 4項 目 で あ っ た点 を考慮す

れば当然の 結果と い え よう 。 全 デ
ー

タを因子分析した

場合，第 Il因子 を構成して い た 〈洗練された〉〈上品〉

の 2項 目は ， 高感度群の場合第 IH因子に属 し， 低感度

群の場合，〈上品〉〈洗練ざれた〉が全体の 場合と同様

第二因子 に属して い た 。 これら 〈上品〉〈洗練された〉

〈近代的〉は ， 項 目別尺度値の 高，低感度群別順位相

関係数が低か っ た点を考慮すれば， 当然の結果 とい え

よう 。

　さ らに，表 4のように 3因子を抽出したが，それら
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を直交させ た空間が 9対象の 上衣着装イメ
ージの空間

であり ， 図 7 ， 図 8は各尺度の布置である 。 すなわち ，

本実験で は上衣着装 イメージは 3次元構造をな して い

ると い うこ とができる 。

　高， 低感度群別各色 と上衣着装 イメ
ー

ジの 関連を み

るため，各色 の 因子得点および そ の 平均癨を求め，こ

れをイメージ空間上 に布置した 。 こ こ で，各着装イメ

ージ の関連をまとめ ると次のようになる 。

　各色別 （ee　9，図 10）に み る と，高，低感度群によ

る各色の相違点は第 1因子の影響が少なく，第 11，第

川因子の影響が多い こ と で ある 。 こ と に，V トーン の

赤，V トーン の 黄に対する高，低感度群のセ ン スの因

子 に お ける評価 は著 しく異な っ て い た 。 魅力の因子 で

は高，低感度群問の差以前に色相による差が認め られ

た 。 高 ， 低感度群とも赤に対 して 魅力的と感じて い る

が，萸に対して は ， あま り魅力を感じて いない と考え

られた 。

　次に色相別 （pall，図12）にみると，色相は第 ll因

子，および第 IH因子 ，
こ とにeelll因子 との関連が深 く ，

赤は （魅力的〉〈優雅 〉〈近代的〉のイメージに，黄 は

こ れらと反対のイメ
ー

ジにな っ て い た 。 赤と黄につ い

て は，わすかに高感度群の方が低感度群よつ魅力的で

あると評価して い たが ， 青につ い て は，低感度群の方

が高感度群よ りも魅力的で優雅であると評価していた 。

高， 低感度群とも魅力的と評価 して い るの は ， 赤が最

も高く ， 次いで青 ， 黄の順 で あ っ た 。 また，赤に対 し

て は低感度群より高感度群の 方が，青に対 して は高感

度群よ り低感度群の方がセ ン ス があると評価 して いた 。

すなわち ， 高感度群は赤に対 して ， 魅力があ りか つ セ

ン ス があると評価して い る と考え られた 。

　同様に色調別 （図 13， 図 14）にみ て み る と，色調 は

第 i因子軸との 関連が特に深い こ とがわか っ た 。 換言

すれば， 快さは色相よ り色調の影響が大であるといえ

る。

　高 ， 低感度群とも快い と評価 したの はp トーンが 1

位 で，次 い で v トーン，dk トーン の 順で あ り，各 ト

ーン 聞の差が明らかに表れて いた 。 また，第 il因子軸 ，

第川因子軸とも高，低感度群閻の評価の差が大 で あ り ，

さ らに，各 ト
ーン に対する評価の相違が非常 に明確 で

あっ た 。

　すなわち ， 〉 ト
ー

ンに対して ， 高感度群 はセ ン ス は

あるが魅力的 で な いと評価 し，低感度群はセ ン ス はな

い が魅力的で ある と評価し て い た 。 p，　 dk トーン に

対しては逆で，高感度群はセ ン ス はない が魅力的だと
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評価し，低感度群はセ ンスはあるが魅力的でな いと評

価しで い た 。

　以上 の結果，高，低感度群別因子構造 に差異を与え

て い たの は，〈魅力的〉〈近代的〉〈上勗〉〈洗練さ れ

た〉の項目の影響によるものと考えられた 。

　また，高，低感度群と抽出ざれた 3因子とのかかわ

りをみれば ，
つ ぎのようなことが明らか になっ た 。 セ

ン ス の因子 ，魅力の因子 におい ては ， 色相に より高，

低感度群閠 で ， 評価に差異が認め られた 。 すなわち ，

赤 ， 黄 に 対す る 評価と青に対す る 評価が両者間 で 逆 で

あ っ た。

　さらに，両因子にお い て ， 色調により高 ， 低感度群

間 で ， 評価 に 差異が生じ， 全 く逆 の結果を示して い た。

　4。要約

　近年， 感憔の高い人は 「高感度人間」とよばれ，新

しいものや流行へ の興昧 ， 関心が強く ， また ， それ ら

をとりいれる こ とに も積極的で あ る とい われ て い る 。

感度の高い入は低い人に比して，色彩感情にも特徴的

傾向を示すの で はな い か と考え ， 色紙を用 い て
一

対比

較法による実験を行っ た 。 さらに因子分析 を行 っ たと

こ ろ高感度群は低感度群に比して，次のような特徴的

結累が得 ら れ た 。

1）明らか に因子構造に違いが見られた 。

2）色相よ り色調に示す反応が強か っ た 。

3）色調に対する評価に共通性がみ られ，しかも，そ

　　の評価は各色調によ っ て特異的であっ た 。

4）色相に対する評価には個人差が み られたが ， 赤へ

　　の反応は著しく強い もの があっ た 。

　今回 ， 高感度人問の色彩感情における特異性が明ら

かになっ たので，今後の課題として ，色彩の み に とど

まらず ， 衣服の図柄との関連につ いても詳細に究明 し

た い 。

　おわ りに，本研究にさ い し，統計処理に関 して 終始

御協力い ただ いた本学宮本雅子姉に深 く感謝いたしま

す。

文献

1）中谷，鈴木 ：繊消誌　27−9 （19B6）

2）中谷，鈴木 ：繊消誌　28− 3 （1987）

3）中谷，鈴木 ：滋短大誌　3E （19Sア）

4）中谷，鈴木 ：繊消誌　29− 5 （旧8日）

5）堀　真 ：モ チ ベーシ m ン リ サーチ 研究会定例研究

　 会報告書 G979）

6）近江源太郎 ：好みの心理 ， 創拓社 （IS85）90

7）石原ほか ：繊消誌　26− 1 （lg85）

B）鈴木ほか ：家政誌　33− 1 （］982）5日〜62

9）森ほ か ：東邦医学会雑誌　 3 − 7 （1956）

10）曽我ほか ：家政誌　 7 （1956）57〜60

1D 官能検査委員会編 ：新版官能検査八 ン ドブッ ク，

　　日科技連出版社 （19ア3）351〜353

12）高倉 ：家政誌　19− 4 （196B）

13）小林重順 ：配色イメ
ー

ジブッ ク ， 講談社 （1984）

　　 14〜17

14）西平重喜 ：統計調査法，培風館 （19B？） 183〜1B9

15）水野 哲夫 ：統計 の基礎 と実際 ， 光生 館 （1986）

　　 22D〜E21

16）柳瀬ほか ：日本色彩学会誌　 9− 1 （1985）

　　　　　　　　　　　　 （受付　1990年 8月 29日）

著者紹介
　 　 　 　 　 　 　 　 すず き の ぶ こ

日本色彩学会 ， 色彩教育研究会 ，

服飾学会 ， 日本衣服学会 に所属

鈴木伸子

昭和 IB年 3月 4日生

昭和41年 3月　奈良女子大学被服

学科卒業

昭和41年 4月　 滋賀県立短期大学

助手 ， 講師を経て ， 現在同短大助

教授

　　　　　　日本冢政学会 ， 日本

　 なか h に 　ま　 さ　 よ

攤 中谷真三代

靆 昭和 11年 5月2B日生

蠶 昭和35年　奈良女子大学被服学科

　 卒業

藝昭和35年　池坊学園短期大学助手

鰭昭和3日年 名齷 女戦 短期大学

　　　　　　　　 講師

昭和51年 消費生活 コ ンサルタ ント

昭和57年　滋賀県立短期大学講師を経て現在同学助教

授

日本消費者教育学会 ， ff本家政学会 ， 日本衣服学会 ，

日本繊維製品消費科学会 に所属

［：＝ ＝ ＝＝：二＝ 二二 ＝：］ 180 ［二二 ：＝：＝ ＝ ＝ ＝＝＝三＝＝ニコ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


